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図６：インク液滴吐出の様子（ストロボ写真）
また、平均電力消費は、１ノズル当たり0525,Ｗで、一般のサーマルイン
クジェットに比べ約１／1000であった．
5.今後の展開
プリンタ商品としては高精細化、小型化、多色化、さらなる高速化が求められ
ている．一方で、マイクロマシン技術は半導体プロセス技術の発展に伴い微細化・
高精度化が将来的にも進行し、ナノテクノロジ一関連技術として進化する方向に
ある・マイクロマシン技術を応用した同ヘッドはマイクロマシン技術の発展と共
に、高精細印刷と小型化を目指して今後も更なる発展が期待されている．
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次学位論文審査結果の要旨
平成１６年１月３０日に第１回学位論文審査委員会を開催し、提出きれた学位論文および関係資料に基づき
検討した。同年２月６日の口頭発表後に開催した第２回学位論文審査委員会において協議の結果、以下のよ
うに判定した。
インクジェットプリンタ用へツドのインク吐出機構として、圧電素子に電圧を印可してインクを吐出す
る方式、あるいは熱によりインクを沸騰ざせその圧力を用いて吐出する従来方式とは別に、静電駆動により
インクを吐出する新たなプリンタ用ヘッドの開発と実用化を目指している。開発、実用化したプリンタヘッ
ドは静電アクチェエータおよびインク流路全体をマイクロマシン技術によって製作した小型インクジェット
ヘッドである。マスクを用いたフォトリソグラフィー等の半導体製造技術を応用した超微細加工技術を駆使
してノズル等のインク流路を形成し、プリンタヘッドに要求される。高密度化と小型化を可能とし、また低
消費電力という特徴を兼ね備えることができた。
本研究は、マイクロマシン技術を応用した静電駆動型のインクジェットヘッドの構造、インク吐出原理、
製造方法、駆動制御方法を明らかにすると共に、その性能について詳細に検討しており、本論文はきわめて
有益な知見を与えるものであり、博士（工学）に値するものと判定する。
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